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煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

２３

　

一
般
会
計
補
正
予
算

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

２３

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

２３

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

２３

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

２３

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

２３

下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

２３

上
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算

煙
南
伊
勢
町
表
彰
条
例

煙
南
伊
勢
町
情
報
公
開
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

煙
南
伊
勢
町
税
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

煙
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

以
下
、
繰
越
明
許
費
、
繰

越
計
算
書
５
件
の
報
告
と
、

平
成　

年
度
南
伊
勢
町
上
水

２３

道
事
業
会
計
予
算
の
繰
越
に

つ
い
て
１
件
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

 

問　

議
員　

臨
時
職
員
の
賃

金
に
つ
い
て
説
明
を
。

答　

水
産
農
林
課
長　

町
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
報
酬

４
８
３
万
９
，０
０
０
円
で

あ
る
。

問　

議
員　

避
難
路
整
備
工

事
に
３
，０
０
０
万
円
が
盛

ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
地
区

を
予
定
し
て
い
る
か
。

答　

総
務
課
長　

副
町
長
を

ト
ッ
プ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
組
み
、
各
地
区
の

調
査
内
容
を
精
査
し
優
先
順

位
を
つ
け
、
保
育
所
、
小
学

校
な
ど
も
含
め
必
要
な
と
こ

ろ
か
ら
最
優
先
に
整
備
を
行

う
。 

問　

議
員　

水
産
業
振
興
費

の
中
で
国
庫
補
助
金
２
億

５
，
５
４
２
万
円
が
削
減
さ

れ
て
い
る
が
。

答　

水
産
農
林
課
長　

神
前

浦
で
進
め
ら
れ
て
い
る
マ
グ

ロ
養
殖
の
国
庫
補
助
金
が
、

国
の
方
針
で
変
っ
た
た
め
で

あ
る
。 

問　

議
員　

子
ど
も
手
当
の

９
４
５
万
円
減
で
、
何
人
く

ら
い
の
方
が
影
響
を
受
け
る

の
か
。

答　

福
祉
課
長　

１
３
５
人

の
方
が
対
象
と
な
り
、
６
ヶ

月
の
暫
定
で
は
あ
る
が
１
人

あ
た
り
７
，０
０
０
円
の
減

額
と
な
る
。

 

第
２
回 

定
例
会 

議　
　

案

主

な

質

疑

　

６
月　

日
か
ら　

日

１４

１６

の
３
日
間
、
６
月
定
例

会
が
開
催
さ
れ
、
一
般

会
計
補
正
予
算
を
は
じ

め
７
件
の
補
正
予
算
案
、

南
伊
勢
町
表
彰
条
例
他

２
件
の
条
例
案
、
財
産

の
取
得
に
関
す
る
も
の

１
件
の　

議
案
の
審
議

１０

と
報
告
６
件
の
説
明
、

そ
し
て
一
般
質
問
が
行

わ
れ
、　

議
案
は
い
ず

１０

れ
も
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震

災
を
受
け
、
防
災
対
策

関
連
予
算
、
家
具
固
定

事
業
資
金
１
，
０
０
０

万
円
を
含
む
、
７
，
２

０
０
万
円
の
増
額
補
正

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

過去の大津波はこんなところまで来たらしい
（切原　滝　シマダ）

大
幅
減
の
理
由
は

　

ど
う
な
る

　
　
　

避
難
路
整
備

臨
時
職
員
の
仕
事
の

内
容
は

減
額
の
影
響
は
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問　

議
員　

弁
護
士
委
託
料

が　

万
５
，
０
０
０
円
と
あ

９４
る
が
、
新
た
に
発
生
し
た
裁

判
が
あ
る
の
か
。

 

答　

総
務
課
長　

す
で
に
結

審
し
た
臨
時
職
員
の
給
与
に

関
す
る
件
、
不
明
金
に
関
す

る
件
、
浮
島
パ
ー
ク
の
件
、

以
上
３
件
に
か
か
る
弁
護
士

謝
礼
が
、
１
件
に
つ
き　

万
３１

５
，
０
０
０
円
か
か
っ
て
い

る
。 

問　

議
員　

勝
訴
の
場
合
の

費
用
は
原
告
持
ち
と
聞
い
て

い
る
が
、
か
か
っ
た
費
用
は

も
ど
っ
て
く
る
の
か
。

答　

総
務
課
長　

勝
訴
の
場

合
で
も
弁
護
士
費
用
は
も

ど
っ
て
こ
な
い
。
弁
護
士
に

相
談
中
で
あ
る
が
、
原
告
に

請
求
出
来
る
費
用
は
、
裁
判

に
か
か
っ
た
直
接
の
費
用
と

な
る
の
で
、　

万
円
ま
で
の

１０

金
額
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

安政の津波はバックネットの付近まで来たという
（五ヶ所小学校　グランド）

　町の発展や公共の福祉の増進に貢献した方や、広く町民の模範となる行為をした方を称え、感謝の

意を表し、その行いを広く知らしめることにより、後進者への励まし、動機付けをし、さらなる公益

増進と誇りと愛着を持つことのできる「まちづくり」に寄与することを目的に制定されました。

　賞には次の４種類があり、毎年１０月１日に表彰を行い表彰状又は感謝状及び記念品が贈られます。

　　　茨　町民功労賞

　　　芋　町民活動賞

　　　鰯　町民文化賞

　　　允　町民スポーツ賞

　町民活動賞は、社会のため人のために尽くし、明るく住みよい「まちづくり」に貢献した個人、又

は団体が対象となります。

　その条項は次の通りです。

　　茨　自己の危険を顧みず人命の救助に当たる活動を行ったもの。

　　芋　善行、特に町民の模範となる活動を行ったもの。

　　鰯　社会福祉、その他公益のため多額の私財の寄附を行ったもの。

　　允　その他、町長において特に必要があると認めたもの。

　この条例の制定により、互いに称え合う風潮が広がってゆく事を大いに期待します。

南伊勢町表彰条例

か
か
っ
た
費
用
は

戻
る
の
か

高
額
な
弁
護
士
費
用
の

内
容
は
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一 般 質 問

県
で
は
、
浜
岡
原
発

停
止
を
受
け
、
県
民

や
事
業
者
に
省
エ
ネ
節
電
の

呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
が
、

当
町
の
取
り
組
み
は
。

 

町
長　

例
年
６
月
か

ら
実
施
し
て
い
る

ク
ー
ル
ビ
ズ
を
「
節
電
ビ
ズ
」

と
し
、
期
間
を
延
長
し
実
施

し
て
い
る
。
現
在
の
社
会
情

勢
と
電
力
事
情
を
考
慮
し
、

職
員
を
は
じ
め
、
各
事
業
所
、

住
民
の
皆
様
の
節
電
意
識
を

一
歩
進
め
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
ま
た
、
役
場
内
に
お

い
て
、
本
年
度
３
％
の
電
力

量
の
削
減
目
標
を
設
定
し
た

い
。 

東
日
本
大
震
災
の
惨

状
を
見
る
中
で
、
当

町
の
防
災
計
画
変
更
の
重
要

点
は
。

 

町
長　

国
の
防
災
基

本
計
画
の
見
直
し
を

受
け
、
町
の
地
域
防
災
計
画

を
見
直
す
こ
と
に
な
る
。
地

震
・
津
波
の
大
き
さ
と
、
こ

れ
に
伴
う
被
害
想
定
が
、
主

な
変
更
点
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
国
の
見
直
し
に

先
行
し
、
津
波
に
備
え
た
対

策
と
し
て
、
各
地
区
の
避
難

路
、
避
難
場
所
の
精
査
見
直

し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

津
波
に
対
す
る
避
難

の
観
点
か
ら
、
保
育

所
の
位
置
、
小
学
校
の
位
置

を
ど
う
考
え
る
か
。 

町
長　

東
日
本
大
震

災
の
よ
う
な
津
波
を

想
定
す
る
と
、
ど
の
保
育

所
・
小
学
校
も
避
難
が
必
要

と
な
る
。
そ
の
た
め
、
緊
急

対
応
と
し
て
、
現
在
、
保
育

所
・
学
校
の
避
難
路
の
点
検
、

見
直
し
整
備
を
進
め
て
い
る
。

早
急
に
整
備
し
、
園
児
・
児

童
・
生
徒
の
安
全
を
確
保
し

て
い
き
た
い
。
長
期
的
な
対

応
と
し
て
、
統
廃
合
に
よ
る

高
台
へ
の
移
転
も
視
野
に
入

れ
、
よ
り
安
全
・
安
心
な
対

策
を
し
て
い
き
た
い
。

問

問

問

答

答

答

上村康廣　議員

３％を目標に節電実行（南勢庁舎）

保育園を視察する議員団（船越園）

　

節
電
対
策
は

　

防
災
対
策
は



一 般 質 問
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多
様
な
要
素
を
含
ん

だ
防
災
対
策
を
促
進

す
る
た
め
、
防
災
危
機
管
理

を
す
る
部
署
を
新
設
し
て
は

ど
う
か
。 

町
長　

総
務
課
内
３

名
で
行
っ
て
い
る
が
、

役
場
全
体
の
人
員
不
足
も
あ

り
、
今
後
の
防
災
計
画
を
含

め
検
討
し
た
い
。 

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
は
じ

め
、
若
い
人
達
の
ク

オ
リ
テ
ィ
を
高
め
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
ほ
し

い
。 

副
町
長　

私
自
身
も

色
々
な
方
に
育
て
て

い
た
だ
い
た
の
で
、
町
の
将

来
を
見
す
え
、
し
っ
か
り
と

人
材
育
成
に
努
め
た
い
。 

行
政
が
主
導
し
て
災

害
に
強
い
新
し
い
水

産
業
を
目
指
す
た
め
、
漁
業

者
を
含
め
、
研
究
会
等
を
開

催
し
て
は
ど
う
か
。 

水
産
農
林
課
長

町
に
と
っ
て
も
水
産

振
興
は
悲
願
で
あ
り
、
県
は

じ
め
関
係
機
関
の
協
力
を
得

て
、
実
施
を
検
討
し
た
い
。

魅
力
あ
る
水
産
振
興
を

岡本　眞　議員

間
近
に
せ
ま
る
危
機
に
対
し
て

問

答

問

問

答

答

若
者
の
活
躍
の
場
を

この子らに次のステージを

着々と進む大規模マグロ養殖事業（神前浦）
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一 般 質 問

町
長
と
職
員
で
東
北

の
災
害
を
見
て
、
今

後
、
本
町
に
お
け
る
防
災
対

策
（
避
難
場
所
・
公
的
施

設
・
標
高
）
の
考
え
は
。

 

町
長　

三
陸
地
方
の

被
災
地
を
視
察
し
、

報
道
以
上
の
津
波
に
よ
る
壊

滅
力
を
実
感
し
た
。
さ
ら
に

高
い
所
へ
の
避
難
と
い
う
視

点
で
、
再
調
査
に
着
手
し
て

い
る
。
学
校
・
保
育
園
等
に

つ
い
て
は
、
避
難
場
所
・
避

難
路
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、

町
内
全
域
に
分
散
保
管
を
行

い
、
標
高
に
つ
い
て
は
、
地

形
的
に
想
定
外
の
駆
け
上
り

を
予
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
高
い
場
所
へ
の
避
難
が

大
切
と
考
え
る
。

澤村圭也　議員

問

答

防
災
対
策
の
見
直
し
は

被災地の避難所のようす（岩手県大槌町）

議員による視察（古和浦防災センター）



一 般 質 問
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町
長
が
不
在
時
に
地

震
が
発
生
し
た
場
合

の
指
揮
命
令
及
び
情
報
収
集

は
。 

町
長　

地
震
、
津
波

に
よ
る
警
報
の
発
令

時
に
は
、
災
害
対
策
本
部
を

設
置
す
る
が
、
そ
の
際
、
本

部
長
で
あ
る
私
が
不
在
時
は
、

副
本
部
長
で
あ
る
副
町
長
が

職
務
を
代
行
す
る
こ
と
に
な

る
。
情
報
収
集
に
つ
い
て
は
、

早
期
に
町
内
の
被
害
状
況
を

把
握
し
、
適
切
な
対
応
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
正
確
な
情

報
収
集
や
情
報
提
供
を
行
う
。 

要
援
護
者
や
消
防
団

員
、
先
生
等
（
職
務

に
よ
る
使
命
感
）
の
避
難
対

策
は
。

 

町
長　

災
害
時
に
お

け
る
要
援
護
者
支
援

は
、
地
域
防
災
で
は
大
き
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
、
救
助
に
あ
た
る
消
防
団

員
等
も
、
と
に
か
く
自
分
自

身
も
逃
げ
る
こ
と
を
徹
底
し

て
欲
し
い
。
対
策
と
し
て
、

よ
り
安
全
に
避
難
で
き
る
よ

う
に
繰
り
返
し
訓
練
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。 

水
産
業
被
害
者
へ
の

復
興
対
策
支
援
は
あ

る
の
か
。町

長　

水
産
業
再
建

を
図
る
た
め
、
さ
ら

な
る
復
興
策
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
被
害
地
域
の
水
産
事

業
者
の
方
々
か
ら
、
被
害
状

況
や
今
後
の
見
通
し
等
に
つ

い
て
話
を
聞
い
て
い
る
段
階

で
あ
り
、
国
・
県
の
事
業
と

連
携
を
図
り
、
再
建
支
援
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

山本芳隆　議員

防
災
指
揮
命
令
と

　
　

要
援
護
者
等
の
防
災
は

問

問

問

答

答

答

東北の視察報告を受ける議員

　

産
業
復
興
支
援

被災した町内の真鯛養殖いかだ
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一 般 質 問

安
心
・
安
全
な
町
づ

く
り
に
む
け
て
の
防

災
対
策
に
つ
い
て
、

①
大
震
災
発
生
か
ら
の
対
応
、

進
捗
状
況
は
。

②
町
民
か
ら
の
要
望
は
。

③
当
町
の
最
優
先
課
題
は
。

④
保
育
園
、
学
校
等
の
避
難

計
画
は
。

⑤
被
災
地
視
察
か
ら
学
ん
だ

こ
と
は
。

⑥
産
業
や
地
域
を
守
る
防
災

計
画
は
。 

町
長　

現
在
、
地
区

の
協
力
を
得
な
が
ら
、

避
難
路
と
一
次
避
難
場
所
の

精
査
中
で
、
要
望
の
多
い
標

高
の
明
確
化
や
、
防
災
倉
庫

の
設
置
を
含
め
、
整
備
に
取

り
掛
か
る
。
ま
た
、
保
育
園

や
小
中
学
校
の
避
難
路
、
避

難
場
所
は
最
優
先
で
取
り
組

む
。
次
に
現
地
視
察
で
学
ん

だ
「
逃
げ
る
こ
と
の
難
し

さ
」
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
意
識
を
持
ち
続
け

る
こ
と
を
訴
え
て
い
く
。 

　

最
後
に
防
災
計
画
に
つ
い

て
は
、
産
業
を
守
る
た
め
に

共
済
等
保
険
の
加
入
促
進
、

地
域
に
つ
い
て
は
「
防
災
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、

充
実
強
化
に
取
り
組
む
。

掛橋　靖　議員

問 「
命
」
を
守
る
た
め
に
！

答

熱心に避難路をチェックする議員団

新設された南島保育所の避難路

おちついて、すみやかに避難！



一 般 質 問
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切
原
地
区
児
童
の
通

学
路
で
、
五
ヶ
所
浦

地
内
の
川
沿
い
の
道
路
は
危

険
と
感
じ
る
が
、
対
岸
の
道

を
整
備
し
、
通
学
路
の
変
更

が
で
き
な
い
か
。

 

町
長　

危
険
な
区
間

で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
以
前
か
ら
学
校
も
認
識

し
て
い
る
。
対
岸
の
２
通
り

と
、
現
在
の
通
学
路
を
比
較

し
て
、
通
学
路
を
変
え
た
方

が
よ
り
安
全
と
い
う
場
合
は

変
更
す
る
よ
う
に
、
教
育
委

員
会
で
判
断
す
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。 

道
路
の
除
草
作
業
は

年
間
に
数
回
行
わ
れ

て
い
る
が
、
通
学
路
区
間
は

状
況
に
応
じ
て
、
回
数
を
増

や
す
事
は
で
き
な
い
か
。 

建
設
課
長　

通
学
路

の
除
草
作
業
は
、
国

道
、
県
道
に
つ
い
て
は
県
に

よ
り
、
１
回
目
が
６
〜
７
月
、

２
回
目
が
９
〜　

月
頃
に
か

１０

け
て
除
草
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
夏
場
は
草
の
伸
び
も
早

く
、
通
学
す
る
子
供
た
ち
の

障
害
に
も
な
っ
て
い
る
。
除

草
回
数
を
増
や
す
よ
う
県
へ

要
請
し
て
い
く
。

林　孝充　議員

問

問

答

答

通
学
路
の
安
全
性
は

　これでは危ない外（神原地区児童の通学路）

せまくて危険外（神原地区児童の通学路）
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一 般 質 問

町
独
自
の
調
査
が
継

続
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
何
時
こ
の
不
明
金
問

題
の
解
決
が
で
き
る
の
か
。 

町
長　

時
期
の
明
言

は
難
し
い
が
、
８
月

末
ま
で
に
は
内
部
調
査
結
果

の
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
き

た
い
。 

防
災
計
画
の
見
直
し

時
期
は
。

町
長　

こ
の
秋
に
は
、

国
の
中
央
防
災
会
議

に
よ
る
防
災
基
本
計
画
が
ま

と
ま
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ

を
待
っ
て
町
の
地
域
防
災
を

見
直
す
。 

災
害
対
策
本
部
の
設

置
場
所
は
。

町
長　

役
場
内
に
設

置
す
る
と
決
ま
っ
て

い
る
。
た
だ
役
場
内
に
設
置

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
時
は
、
状
況
に
応
じ
て
代

替
施
設
を
指
定
し
、
開
設
す

る
こ
と
に
な
る
。 

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
転
換
が
計
ら
れ

よ
う
と
す
る
時
、
本
町
に
お

い
て
も
風
力
発
電
や
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
研
究
や
実
施
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　

昨
年　

月
の

１２

全
員
協
議
会
で
、
当

町
と
度
会
町
と
の
町
境
で　
１５

基
の
風
力
発
電
建
設
計
画
に

つ
い
て
説
明
を
し
た
。

　

現
在
も
事
業
着
手
に
向
け

事
業
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
風
力
発
電
が

原
因
に
よ
る
低
周
波
音
に
よ

る
健
康
被
害
な
ど
の
議
論
が

有
り
、
地
域
住
民
の
意
向
も

確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て

は
今
後
の
動
向
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
。

問

問

問

問

不
明
金
の
解
決
は
？答

答

答

答

西　則孝　議員

注目されるソーラーパネル（南島庁舎）

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

ど
う
な
る
防
災
対
策

問われる災害対策本部設置場所



一 般 質 問
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観
光
振
興
に
対
し
て

の
基
本
的
な
考
え
は

ど
う
か
。 

町
長　

「
食
」
と
「
交

流
・
体
験
」
を
前
面

に
出
し
、
一
次
産
業
か
ら
三

次
産
業
ま
で
が
総
合
的
に
連

携
し
た
観
光
振
興
を
進
め
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。 

高
齢
者
の
健
康
促
進

を
図
り
、
元
気
で
共

助
し
あ
え
る
環
境
を
と
と
の

え
る
事
も
大
切
だ
と
思
う
が
。

福
祉
課
長　

住
民
皆

様
が
健
康
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
、
災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
方
に
つ
い
て
は
、

地
域
で
自
ら
活
動
に
参
加
し
、

介
護
予
防
に
向
け
た
取
り
組

み
が
主
体
的
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
な
地
域
社
会
を
構
築
す

る
き
っ
か
け
づ
く
り
が
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
る
。 

健
康
だ
け
で
な
く
、

体
づ
く
り
の
た
め
に

も
「
食
」
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
学
校
で
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。 

教
育
長　

各
学
校
で

「
食
に
関
す
る
指
導

計
画
」
を
つ
く
り
、
給
食
を

通
し
た
食
育
の
ほ
か
、
家
庭

科
・
保
健
体
育
・
社
会
・
理

科
な
ど
の
各
教
科
や
、
総
合

的
な
時
間
、
特
別
活
動
な
ど

の
中
で
、
心
も
含
め
た
健
康

づ
く
り
、
体
づ
く
り
の
た
め

に
食
育
を
行
っ
て
い
る
。

田中喜一郎　議員

「
食
」
に
よ
る
体
づ
く
り

災
害
と
健
康
促
進

新しい試みの給食バイキング

はつらつ健脚運動

問

問

問

答

答

答

観
光
振
興
の
軸
は
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一 般 質 問

平
成　

年
４
月
に
開

２４

設
さ
れ
る
南
島
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
い
て
町
の
考
え
方
は
。

町
長　

医
師
３
名
の

診
療
体
制
を
確
保
し
、

南
島
地
域
の
医
療
と
介
護
福

祉
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
す
事
を
、
厚
生
連
と
協
議

し
確
認
し
て
い
る
。 

一
次
救
急
体
制
の
充

実
な
ど
、
体
制
の
充

実
は
。

町
長　

可
能
な
限
り
、

医
師
、
看
護
師
及
び

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
に
努

め
、
一
次
救
急
体
制
の
更
な

る
充
実
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。

問

問

答

答

中山　盛　議員

新
し
い
南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

の
運
営
は

待ち望まれる新南島メディカルセンター

現在の南島メディカルセンター



一 般 質 問
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政
府
と
電
力
会
社
が

主
張
し
て
き
た
、
日

本
の
原
発
の
「
安
全
神
話
」

が
崩
れ
た
が
、
町
と
し
て
ど

の
様
に
分
析
さ
れ
た
の
か
。

 

町
長　

マ
ス
コ
ミ
等

の
報
道
か
ら
み
て
、

今
回
の
事
故
は
直
接
的
に
巨

大
地
震
と
大
津
波
が
原
因
だ

と
思
う
。
ま
た
、
天
災
、
人

災
を
問
わ
ず
、
原
発
は
ひ
と

た
び
事
故
が
起
き
れ
ば
取
り

返
し
が
つ
か
な
い
大
惨
事
に

な
る
可
能
性
が
高
い
と
感
じ

て
い
る
。 

漁
業
者
が
一
番
求
め

て
い
る
、
現
場
で
使

え
る
船
を
贈
る
施
策
を
考
え

て
は
。 

水
産
農
林
課
長

三
重
県
漁
連
を
中
心

に
漁
信
連
等
の
関
係
者
が
一

体
と
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
取
り
組
ん
で
い

る
。 

公
金
を
横
領
し
た
者

に
、
町
は
い
つ
返
還

を
求
め
る
の
か
。 

町
長　

８
月
末
に
は

内
部
調
査
結
果
の
報

告
書
を
ま
と
め
、
そ
の
結
果

を
も
っ
て
、
刑
事
事
件
の
取

り
扱
い
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、

責
任
を
追
及
す
る
べ
き
相
手

方
や
、
そ
の
方
法
な
ど
も
判

断
し
て
い
く
。

被
災
地
へ
漁
船
を
！

答

答

手塚征男　議員

安
全
神
話
は
崩
れ
た
が

被災した無惨な漁船（東北）

問

問

答

歴史に残る碑（南島庁舎前）

問

ど
う
な
る 

不
明
金
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一 般 質 問

避
難
所
の
見
直
し
と

避
難
路
の
整
備
が
急

務
で
あ
る
が
、
い
つ
ま
で
に

行
う
の
か
。 

町
長　

本
年
８
月
末

ま
で
に
副
町
長
を

ト
ッ
プ
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
に
よ
る
見
直
し
と

必
要
事
項
を
ま
と
め
、
現
地

の
調
査
を
行
い
、
で
き
れ
ば

本
年
度
中
に
整
備
を
完
了
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

新
し
く
策
定
さ
れ
る

総
合
計
画
に
、
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
が
生
か
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

町
長　

基
本
構
想
、

基
本
計
画
に
変
更
は

で
き
な
い
が
、
施
策
面
で
東

日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

岡田和夫　議員

問

問

答

答

ど
う
す
る 

震
災
対
応

見直しが急務な防災センター

新しい総合計画プロジェクト

教
訓
を
生
か
せ
、
総
合
計
画
に



一 般 質 問
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保
育
所
・
介
護
施
設
・

小
中
学
校
等
の
避
難

訓
練
は
十
分
に
さ
れ
て
い
る

の
か
。 

町
長　

保
育
所
・
小

中
学
校
に
つ
い
て
は
、

大
津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
行
っ
て
い
る
。
福
祉
関

係
施
設
で
は
、
立
地
場
所
が

　

ｍ
以
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

１０避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
な
い

施
設
が
３
ヶ
所
あ
り
、
移
転

も
含
め
た
対
策
が
必
要
と
考

え
る
。 

近
年
盛
ん
に
な
っ
て

い
る
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

教
育
長　

意
欲
的
な

活
動
は
、
で
き
る
だ

け
支
援
し
た
い
。
例
え
ば
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
成
、
町
バ
ス
の
活

用
、
道
具
の
活
用
、
大
会
へ

の
職
員
派
遣
等
。 

批
判
さ
れ
る
べ
き
不

明
金
を
発
生
さ
せ
た

当
時
の
町
行
政
機
構
の
体
質

に
関
す
る
見
解
を
伺
い
た
い
。 

町
長　

「
可
能
な
限

り
事
の
真
相
の
究
明

に
努
め
、
責
任
の
所
在
を
明

ら
か
に
す
る
」
と
い
う
考
え

で
、
内
部
調
査
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
の
８
月
下
旬
に

は
調
査
結
果
報
告
書
を
ま
と

め
、
不
明
金
問
題
に
つ
い
て

の
町
の
認
識
を
示
す
。

山本周也　議員

問

問

問 行
政
の
見
解
を
問
う

答

答

答

大
丈
夫
か
、
津
波
対
策

楽
し
ん
で
健
康
づ
く
り

答弁する町長

人気が高まるグランドゴルフ
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年
以
内
に
東
海
・
東
南

３０
海
・
南
海
地
震
の
起
こ
る
確

率
が　

％
と
い
わ
れ
る
中
で
、

８７

総
務
財
政
、
教
育
民
生
、
産

業
建
設
の
常
任
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

部
門
が
防
災
に
対
す
る
視
察

や
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

避
難
場
所
、
過
去
の
津
波

で
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
場

所
、
保
育
所
・
学
校
の
安
全

確
認
、
防
災
対
策
が
特
に
進

ん
で
い
る
地
域
等
を
対
象
に
、

委
員
全
員
が
参
加
し
て
町
内

視
察
を
行
い
、
終
了
後
、
総

務
課
長
に
出
席
を
求
め
総
括

を
行
っ
た
。

田
曽
浦　

自
主
防
災
組
織
の

活
動
が
極
め
て
す
ば
ら
し
い

地
域
。

神
津
佐　

過
去
の
津
波
の
被

害
も
大
き
く
、
最
近
の
津
波

で
も
最
も
潮
位
の
高
い
地
域
。

 

船
越　

船
越
園
が
海
の
そ
ば

に
あ
り
、
避
難
路
に
つ
い
て

の
選
択
や
国
道
を
横
断
す
る

際
の
危
険
性
の
検
討
が
必
要
。

迫
間
浦　

津
波
の
被
害
を
教

訓
に
、
高
台
に
家
が
移
っ
た
。

阿
曽
浦　

町
内
一
の
ス
ー
パ

ー
堤
防
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

贄
浦　

過
去
に
大
き
な
被
害

が
あ
り
、
供
養
塔
が
建
て
ら

れ
て
い
る
。 

神
前
浦　

避
難
場
所
と
保
育

園
の
避
難
路
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
。

古
和
浦　

過
去
の
大
き
な
被

害
を
教
訓
に
、
す
ば
ら
し
い

対
策
を
し
て
い
る
地
域
。

　

以
上
、
８
ポ
イ
ン
ト
を
軸

に
各
地
区
の
検
証
を
し
た
が
、

広
い
町
内
、
一
回
で
は
回
り

き
れ
な
い
為
、
次
回
に
他
地

域
の
視
察
を
す
る
事
と
し
た
。 　

総
括
と
し
て
、
避
難
路
、

避
難
場
所
は
早
急
に
見
直
す

必
要
が
あ
る
事
、
各
地
区
に

結
成
さ
れ
て
い
る
自
主
防
災

組
織
の
育
成
が
急
務
で
あ
る

事
、
避
難
場
所
へ
誘
導
す
る

為
の
ソ
ー
ラ
ー
に
よ
る
照
明

器
具
の
設
置
が
急
が
れ
る
事

を
担
当
課
に
申
し
述
べ
た
。

（
５
月　

日
）

１９

総
務
財
政

委
員
会
財
政

員
会

田曽浦区長と懇談（自主防災組織について）

整備がまたれる南島保育園避難路

海辺の船越保育園



－17－

　

当
町
は
海
に
近
い
場
所
に

保
育
園
、
小
中
学
校
が
あ
る

為
、
予
測
さ
れ
て
い
る
東

海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
の

三
連
動
が
起
こ
っ
た
場
合
、

園
児
や
児
童
生
徒
の
命
を
い

か
に
守
る
か
が
急
務
で
あ
る

為
、
担
当
課
長
出
席
の
も
と
、

防
災
対
策
の
見
直
し
、
避
難

訓
練
の
実
施
の
有
無
な
ど
を

詳
細
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
き
び
し
い

質
問
が
あ
っ
た
が
、
避
難
訓

練
等
は
全
て
実
施
さ
れ
て
お

り
、
安
堵
し
た
。

　

町
立
病
院
で
は
、
自
力
で

避
難
で
き
な
い
患
者
の
事
を

考
慮
し
、
そ
の
避
難
方
法
を

担
当
者
間
で
充
分
検
討
を
し

て
い
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。

（
５
月　

日
） 

１９

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

当
町
の
津
波
被
害
状
況
の
聞

き
と
り
と
、
防
災
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て
担
当
課
を
招

集
し
、
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

被
害
状
況
は
、
水
産
業
の

魚
類
養
殖
と
真
珠
養
殖
、
定

置
網
に
甚
大
な
被
害
が
あ
り
、

総
額　

億
を
超
え
る
額
と

１５

な
っ
た
。

　

復
旧
に
向
け
て
の
進
捗
状

況
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
と

の
事
で
、
そ
の
後
の
復
興
に

つ
い
て
町
の
考
え
を
聞
い
た
。

　

近
い
う
ち
に
起
こ
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
東
海
・
東
南

海
・
南
海
地
震
へ
の
対
策
と

し
て
、
避
難
場
所
、
避
難
路
の

整
備
、
海
岸
堤
防
の
高
さ
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い

て
厳
し
い
質
問
が
出
た
。

　

ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

確
保
に
つ
い
て
、
食
糧
、
医

薬
品
の
備
蓄
状
況
に
つ
い
て

の
報
告
と
、
防
災
ヘ
リ
の
離

発
着
場
所
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
っ
た
。

　

い
つ
起
き
て
も
不
思
議
で

な
い
状
況
下
に
お
い
て
、

〝
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
〟

を
充
分
認
識
し
、
対
策
を
と

る
様
、
要
望
し
て
閉
会
し
た
。

（
５
月　

日
）

３０

教
育
民
生

委
員
会
民
生

員
会

危険な避難路（神原保育園）

産
業
建
設

委
員
会
建
設

員
会

被災した当町の養殖いかだ

復興がまたれる被災地のようす



馬山山頂（五ヶ所）より馬山山頂（五ヶ所）より馬山山頂（五ヶ所）より

宿浦浅間山より

南伊勢町南伊勢町

絶景スポット絶景スポット絶景スポット
五ヶ所浅間山より

－18－

議会広報特別委員会

委
員
長　

松
葉　

和
久

副
委
員
長　

掛
橋　
　

靖

委　
　

員　

岡
本　
　

眞

　
　
　
　

畑　
　

芳
弘

　
　
　
　

林　
　

孝
充

編
集
後
記

議　
　

長　

上
村　

久
仁

　

東
日
本
大
震
災
は
、
未
曾

有
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
が
、
こ
の
事
に
よ
り
私
た

ち
が
得
た
教
訓
も
数
え
切
れ

ま
せ
ん
。
被
災
後
の
夏
は
厳

し
い
暑
さ
で
す
が
、
東
北
の

人
々
は
我
慢
強
く
、
常
に

「
前
を
向
い
て
あ
る
こ
う
。」

の
精
神
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
雨
ニ
モ
マ
ケ

ズ
、
風
ニ
モ
マ
ケ
ズ
、
夏
ノ

暑
サ
ニ
モ
マ
ケ
ズ
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
せ
等
は
、
議

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

緯
０
５
９
９
宴
１
７
８
１

９月定例会が開催されます。開催は９月中頃を予定しています。

是非傍聴してください。（当日、総務課で受付をすればＯＫです）

議会を傍聴
　しませんか

　

本
町
の
現
況
を
危
惧
し
経

済
活
性
化
に
対
す
る
活
発
な

意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
そ
の

一
つ
ひ
と
つ
の
意
見
に
重
み
、

郷
土
愛
を
感
じ
た
南
老
連
と

の
懇
談
は
、
た
い
へ
ん
参
考

に
な
り
有
意
義
な
会
で
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
数　

名
（
小

１２

学
生
１
名
、
中
学
生
２
名
を

含
む
）
の
南
島
豊
漁
太
鼓
の

練
習
風
景
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
、　

名
の
目
の
輝
き
、

１２

一
糸
乱
れ
の
な
い
動
作
、
調
和

の
取
れ
た
力
強
い
太
鼓
の
響

き
に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
何
故
、
太
鼓
を
始
め
た

の
で
す
か
」
と
の
問
い
に
、

「
も
っ
と
上
手
く
な
っ
て
、

町
民
の
方
々
に
聞
い
て
も
ら

い
た
い
」
と
の
事
。
本
当
に

太
鼓
を
愛
し
、
太
鼓
と
共
に

人
間
成
長
を
し
て
い
る
文
化

活
性
化
団
体
で
し
た
。

　

地
域
活
性
化
特
別
委
員
会

は
、
引
き
続
き
活
動
し
ま
す
。

地
域
活
性
化

特
別
委
員
会

か
ら


